
 

電子野帳ツール連携  

どこでも観測 電子野帳ツールと BLUETREND XA の 

連携の操作を、簡単な入力例で解説しています。 

※どこでも観測 電子野帳ツールとBLUETREND XAとのデータ連携には、 

CIMPHONYのご契約とオプション「どこでも観測入出力」が必須となります。 
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1 電子野帳ツール連携（入力例）の流れ 

本書では、以下の流れで、どこでも観測 電子野帳ツールとBLUETREND XAの連携の操作を解説します。 

観測データ 観測データ 
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2 観測 

［どこでも観測 電子野帳ツール］を起動して、観測をおこないます。 
 

２－１ 
 

［どこでも観測 電子野帳ツール］を起動する 
 ［どこでも観測 電子野帳ツール］を起動します。 

 

［どごでも観測］をタップします。 

 
1 
 

［電子野帳ツール］をタップ 

します。 

 

2 

1 

2 



 

3 

 

3 

［新規作成］をタップします。 

 
3 

5 

4 

現場名を入力します。 4 

［OK］をタップします。 5 

6 

［OK］をタップします。 6 



 

4 

 

２－２ 
 

器械点を設定する 
 器械点を設定します。 

対回数、距離観測回数を設定 

します。 
1 
 1 

2 

3 

器械点名、後視点名、器械高 

を入力します。 
2 

［OK］をタップします。 3 



 

5 

 

［観測］をタップして、後視点

を観測します。 
1 
 

２－３ 
 

観測する 
 後視点、測点を観測します。 

1 

3 

2 

視準点名を入力します。 2 

［観測］をタップして、視準点を 

観測します。 
3 



 

6 

 

２－４ 
 

写真を入力する 
 観測した測点に写真を入力します。 

写真を入力する測点をタップ

します。 
1 
 

1 

2 

［写真を撮影］をタップします。 2 



 

7 

 

 
カメラで写真を

撮ります。 

3 

カメラで写真を撮ります。 3 

4 

写真を入力した測点の色が

変わります。 

5 

メモを入力します。 4 

［戻る］をタップします。 5 
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２－５ 
 

ＣＩＭＰＨＯＮＹへアップロードする 
 観測を終了したら、観測データをCIMPHONYへアップロードします。 

［メニュー］をタップします。 1 

［CIMPHONY連携］をタップ

します。 
2 

2 

3 

［【新規】現場を新規に作成

してアップロードする］をタップ

します。 

3 

1 
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確認のメッセージが表示され 

ますので、［はい］をタップします。 
4 

4 

5 

アップロードが成功すると、確認 

のメッセージが表示されます 

ので、［OK］をタップします。 

5 
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3 観測データの取り込み 

BLUETREND XAの［電子野帳取込］で、電子野帳ツールの観測データを取り込みます。 
 

３－１ 
 

［電子野帳取込］の作業データを新規作成する 
 ［電子野帳取込］の作業データを新規作成します。 

 

メインメニューで［メニュー］タブ 

をクリックします。 
 

1 
 

［電子野帳］をクリックします。 

 
2 

1 

2 

3 

4 

３－２ 
 

電子野帳ツールの観測データを取り込む 
どこでも観測 電子野帳ツールの観測データをCIMPHONYから取り込みます。 

［電子野帳取込］をクリック

します。 

 

3 

［新規作成］をクリックします。 

 
4 

［CIMPHONY］をクリックします。 
 

1 
 

1 
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現場を選択します。 2 

2 

3 

4 

5 

7 

6 

［次へ］をクリックします。 3 

作業データを選択します。 4 

［次へ］をクリックします。 5 

現場データの情報、作業データ 

の情報を確認します。 
6 

［実行］をクリックします。 7 



 

12 

 

［OK］をクリックします。 8 
 

8 



 

13 

 

３－３ 
 

トラバース計算をおこなって、座標を登録する 
トラバース計算をおこなって、座標を登録することもできます。 

［トラバース計算］をクリック 

します。 
1 

1 

2 

3 

4 

確認のメッセージが表示され 

ますので［OK］をクリックします。 
2 

取り込みが完了すると 

メッセージが表示されますので 

［OK］をクリックします。 

3 

6 

5 

［観測データ］タブをクリック 

します。 
4 

路線名、標高計算、距離入力 

形式、初点方向角、モードなど 

を設定します。 

5 

［次へ］をクリックします。 6 



 

14 

 

10 

初点、初点後視点を入力 

します。 
7 

8 

7 

［終了］をクリックします。 8 

9 
点番の付け方を設定します。 9 

10 

 

［OK］をクリックします。 

11 

12 

11 ［ファイル］をクリックします。 

12 ［登録］をクリックします。 



 

15 

 

 13 プロットマークを設定します。 

14 

13 
14 ［OK］をクリックします。 

測点に入力されている写真も

リンクされて登録されます。 
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